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摩周湖を後世へ守り残したい‼ 
〈摩周湖水質調査継続プロジェクト〉

クラウドファンディング 実施します!

問い合わせ先／摩周湖環境保全連絡協議会（事務局：役場環境生活課環境係☎４８２-２９３４（課直通））

★摩周湖環境保全連絡協議会について（町公式ホームページ）
ht tps : //www.town .tesh ikaga .hokkaido . jp/ku rash i/sosh ik i ich i ran/
kankyoseikatsuka/1/2/2665.html

詳しくは、ホームページをチェックしてください!!

　皆さんもご存知のとおり、摩周湖は世界有数の透明度を誇り、毎年多
くの観光客が訪れる、美しい湖です。そんな摩周湖ですが、毎年研究機
関による水質調査が行われていたことを知っていますか？摩周湖環境保
全連絡協議会では、国が調査を終了した令和元年度より引き続き調査を
行う為、クラウドファンディングにより、その調査費用を捻出しており
ます。
【目標金額：２７０万円】
　町民の皆さんには非常に身近な存在である摩周湖ですが、この調査を
断念してしまうと、美しい「摩周ブルー」が失われてしまうかもしれま
せん。摩周湖は日本で唯一の国際的な水質観測地点として、地球環境を監視している湖でもあります。
　皆さまからのご支援、お待ちしております！
※サイトに公開次第、ホームページやチラシなどでお知らせいたします。

弟子屈高校の　　　　　　　弟高ニュースいまいまが分かる！が分かる！
vol.4「北海道大学出張講義」

 10月25日、北海道大学地震火山研究観測セ

ンターの高橋浩晃教授をお招きし、地域の災

害や防災についての講演とグループワーク

が実施されました。町内で起こりうる火山活

動や内陸地震による災害だけでなく、沿岸部

で津波被害があった際にどのようなことが

起きるかなど、さまざまな想定をするととも

に備えることの大切さを学びました。３年生

の地学基礎の時間を利用した講義ですが、こ

うして地域の特性に合わせた授業も弟高では行われています。

　学生の頃に地理学を学んでいたコーディネーター萩原は「え！弟子屈で北大の講義が聞けるの？？」と興奮を抑

えきれずに一般参加させてもらいました。最先端の研究内容を聞かせていただける貴重な場であったことはもち

ろんですが、グループワークにも加わらせてもらい、生徒と一緒に防災について話し合える交流の場となったこと

も有意義な時間でした。

地学協働コーディネーター　萩原寛暢・川上椋輔　

講義の様子
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